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第1章 計画策定の背景と位置づけ 

自転車  子    高齢者  幅広 年齢層 方 利用  交通手段    通勤
通学やレジャー等 多  場面 利用          自転車 環境     交通手
段        健康面     効果的    様々 場面 利活用 期待     
す。 

本市 濃尾平野   真 中 位置      平坦 地形        自転車 
利用 適  環境      特  一宮駅 中心   大規模 駐輪場  木曽川沿 
 整備              多  市民 利用       

一方 近年我 国    交通事故件数 減少        交通事故件数 占 
る自転車事故 割合 見  横  傾向      本市      2017 年中 自転
車事故 死傷者数  愛知県内 名古屋市 次  多  自転車 対  安全対策 
急務となっています。 

このような状況を受けて、本市では安全で安心 自転車利用環境 創出 図    
自転車       構築 自転車利用    周知 啓発 柱   ｢一宮市自転車  
トワーク計画｣を 2019 年６月 策定     
今後    ｢一宮市自転車      計画｣ 則  安全 安心 自転車通行空間

 整備 計画的 行    予定   

｢一宮市自転車      計画｣   自転車       構築 自転車利用   
の周知・啓発が柱となっていますが、自転車施策   以外   観光      健康 
ど、多岐にわたる分野に影響を与えるテーマです。 
そのた  本市  ｢一宮市自転車      計画｣ 観光      健康   分野

 施策 加  ｢一宮市自転車活用推進計画｣ 新たに作成しました。  

今後は本計画 基   市民 皆   始 関係機関と連携・協働し、安全で安心な
自転車利用環境 創出 取り組んでまいります。 
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図 1.1 計画の位置づけ 
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図 1.2 本計画の構成 
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第2章 自転車利用環境 取 巻 動向

自転車事故が多発する中で、安全 自転車利用環境 整備 求      、また、交
通手段    有用性   自転車 積極的 利活用        動  活発     
ます。 
     観点   自転車 関  法制度 整備 進        

表 2.1 自転車利用環境 変遷 

年次 法制度等 変化及 主 内容

1960 70
年代 

 自転車 歩道通行 可能   交通規制 導入    以降 自転車歩行
者道 整備等    自転車 自動車 分離 推進 

 自転車 車両   意識 希薄化     歩道等 危険 自転車利用 
急増  自転車対歩行者 事故  対応 課題    

2011年度 
・2011年10月 警察庁  自転車  車両       徹底 基本的 考
え方とし、自転車 歩行者 安全確保 目的   総合的 対策 通達 

2012年度 
・2012 年 11 月 国土交通省と警察庁  自転車通行空間のネットワーク化
 通行  ルの徹底等を進めるために 安全 快適 自転車利用環境創出
ガイドライン」を作成。 

2015年度 
・2016 年 3 月  ｢自転車      計画策定 早期進展｣ ｢安全 自転
車通行空間 早期確保｣ 向  提言   安全 快適 自転車利用環境
創出の促進に関する検討委員会から発表。 

2016年度 
・2016 年 7 月 国土交通省と警察庁  自転車 安全 快適 利用環境
を創出する取組    推進      安全 快適 自転車利用環境創出
ガイドライン」を一部改定。 

2017年度 
・2017 年 5 月、自転車 活用 総合的 推進      自転車活用推進
法」が施行される。 

2018年度 
・2018 年 6 月、 自転車活用推進法  基   自転車活用 推進 関 
る施策の総合的かつ、計画的な推進を図るための基本計画である 自転車活
用推進計画」が閣議決定される。 
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自転車 利用  際  安全のために違反対象   走行 行          守 
ことが重要です。 
主なルールとして、『自転車 、車道 原則 歩道 例外』、『車道 左側 通行』

等  自転車安全利用五則      
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第3章 一宮市    自転車利用環境 現状と課題 

3.1.一宮市の自転車利用 特徴

○本市にはＪＲ東海道本線 名鉄名古屋本線 名鉄尾西線 運行  その鉄道駅周辺に駐
輪場 設置      。特に、一宮駅周辺は約 1万台 自転車 駐輪可能となっていま
す。 
○本市には、多くの中学校、高校、大学    多  生徒 通学 自転車 利用 ています。 

図 3.1 一宮市の自転車利用 特徴

一宮駅周辺
駐輪可能台数 約 1万台

凡 例
：高速道路
：国道
：都道府県道
：その他市道

：駐輪場
：中学校
：高等学校
：短期大学
：大学
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3.2.一宮市 自転車利用の状況

○本市 自転車分担率※1は約 12%と、中京都市圏 平均自転車分担率約10％を上回っ
ており、自転車 利用 多いと言えます。 
○日常生活 移動 自転車 利用  方 58％ 高  自転車 市民 生活に根付いた 
移動手段と言えます。 

出典：第５回中京都市圏パーソントリップ調査 

図 3.2 中京都市圏の市町村 自転車分担率

出典：一宮市市政アンケート（2017 年）

図 3.3 一宮市における日常生活の移動手段
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※1 自転車分担率：代表的 交通手段   自転車 利用    人 割合
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3.3.一宮市内 自転車事故の発生状況

○人口千人        自転車事故死傷者数  東海３県の平均を上回っており、東海３
県の平均に近づくためには約３0％の削減が必要です。 
○一宮市は、過去 10年間 自転車利用者 交通死亡事故 増加     自動車 交通死
亡事故を大きく上回っています。 

出典：愛知県の交通事故発生状況平成28 年中/愛知県警察本部交通部 三重 交通統計 平成 28年 /三重県警察、 
平成 28 年市町村別交通事故発生状況（全事故）/岐阜県警察本部交通部、 
あいちの人口（愛知県人口動向調査結果）平成28年/愛知県、岐阜県の人口・世帯数（H28.10.1 現在) 
人口動態統計調査結果/岐阜県 人口 世帯 動 （月別人口調査結果）年齢別人口（H28.10.1 現在）/三重県 

図 3.4 人口千人当   占  自転車事故死傷者数

出典：第 10 次一宮市交通安全計画

図 3.5 車両別交通死亡事故件数
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3.4.一宮市 駐輪場 現状

○本市では鉄道駅を中心に多くの駐輪場 整備        一宮駅以外 駅周辺駐輪場
の多くで、収容台数 上回 自転車 駐輪       
○一宮駅周辺の自転車等放置禁止区域     多  放置自転車 見     

一宮駅 一宮駅以外の駅等 

駐輪場 数 8箇所 37箇所

収容台数 9,896台 6,062台 

駐輪台数（駐輪場内） 7,080台 5,750台

駐輪台数（路上等） － 751 台 

一宮駅周辺自転車等放置禁止区域 

警告 2,546台

撤去 747台

返還 513台 

表3.1 一宮駅と一宮駅以外の駅等    駐輪場 現状（2019.4 調査）

表 3.2 一宮駅周辺 自転車等放置禁止区域における現状（2018 年度）
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3.5.一宮市の健康と運動習慣の状況

○本市 平均寿命  男女共 国 県 同程度 数値       。 
○本市 運動習慣者 割合  ２０ ６４歳 男性 21.5％ 女性 13.8％、65 歳以上の
男性 44.0％ 女性 38.3％       ６５歳未満  数値 低 状況       理由
としては｢忙しい｣が最も多くなっています。 

図 3.7 運動習慣者の状況（第２次健康日本２１いちのみや計画より）

図 3.6 平均寿命の推移（第２次健康日本２１いちのみや計画より）
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3.6.一宮市の観光の現状 

○本市 主要観光        来訪観光客数 年間約５００万人   
○施設への来場者数では、国営木曽三川公園１３８タワーパークが約１６０万人、真清田神
社が約１１０万人と突出しています。 
○イベント関連では、一宮七夕まつりが突出しており、濃尾大花火が後に続きます。 
○木曽川周辺と中心市街地周辺に主要観光スポット、主要イベントが集中しています。 

一宮市内の主な観光施設 入場者数(人) 一宮市内の主なイベント 入場者数(人) 
国営木曽三川公園 
１３８タワーパーク 

1,626,434 一宮七夕まつり 853,000

真清田神社 1,090,874 濃尾大花火 190,000
エコハウス１３８ 322,104 びさいまつり 160,000

一宮市温水プール 163,530
いちのみやリバーサイド 
フェスティバル 

139,188

一宮地域文化広場 141,177 石刀まつり 30,000
ツインアーチ１３８ 131,388 チンドン祭り 30,000
三岸節子記念美術館 47,614 一豊まつり 21,000
一宮市博物館 24,786 ホワイトイルミネーション 6,000

尾西歴史民俗資料館 12,838
尾西文化広場 16,257
合計 5,006,190人  

七夕まつり
853,000人

濃尾大花火
190,000人

いちのみやリバーサイド
フェスティバル
139,188人

国営木曽三川公園
１３８タワーパーク
1,626,434 人

真清田神社
1,090,874 人

木曽川沿川サイクリングロード

表 3.3 ２０１８年 一宮市内の主な観光施設・イベントの入場者数（愛知県観光入込客統計調査） 
※一宮七夕まつりは台風の影響で中止    日       例年   入場者数が少なくなって
います。（２０１７年 １，１７８，０００人）
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3.7.一宮市民 自転車利用    意識

○自転車 利用    認知度  平均約 55％であり、内容によりばらつきがあります。 
○市民 自転車 関  最 期待  施策  安全 走    自転車通行空間 整備   
  市民   自転車 利用環境 整備 求        

▼自転車 利用    認知度 平均約 55%

出典：一宮市市政アンケート（2017 年）

▼自転車 関  最 期待  施策は 安全 走    自転車通行空間 整備   77％

出典：一宮市市政アンケート（2017 年） 

図 3.8 一宮市民 自転車利用    意識

平均認知度
約55％
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3.8.一宮市 自転車利用    課題と解決のための方針

 本市   ＪＲ東海道本線 名鉄名古屋本線 名鉄尾西線 運行 、多くの駅
があります。各駅を拠点として、通勤通学の自転車利用者 多     
・本市には、多くの中学校、高校 大学    多  生徒 通学 自転車 利用 
ています。

一宮市 自転車利用 特徴（1）

・本市は勾配の小さい平坦な地形であり、中京都市圏※1  中  自転車 利用 
多い地域です。 
※1 中京都市圏：愛知県全域 岐阜県南部 三重県北勢地域（96市町村）

一宮市 自転車利用 状況（2）

 人口千人当   自転車事故死傷者数  東海３県 平均   高  安全性
の向上が必要な状況です。

一宮市内 自転車事故 発生状況（3）

・本市  鉄道駅 中心 多  駐輪場 整備        収容台数が不足 
ており、依然として放置自転車 見    。 

一宮市 自転車駐輪場 現状（4）

安全 安心 自転車利用環境 創出 向  
自転車       構築が求められています。

鉄道駅周辺での駐輪場 整備が必要です。

基本方針1へ 

基本方針1へ 
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・本市では６５歳未満 年齢層 運動習慣者 割合 低    理由   ｢忙 
い｣が最も多くなっています。 

一宮市の健康と運動習慣の状況（5）

・中心市街地（真清田神社、一宮七夕まつり）と木曽川周辺（国営木曽三川
公園１３８タワーパーク、濃尾大花火）に多くの観光資源が集中しています。 

一宮市の観光の現状（6）

 自転車 利用    認知度           周知 啓発 行      
浸透させていくことが必要です。
  安全 走    自転車通行空間 整備  望       

一宮市民 自転車利用    意識（7）

身体活動を高め、健康を維持するための有効な手段の
一    自転車 活用 望     

中心市街地と木曽川周辺を結 自転車     
ルート、サイクリングロードの整備が必要です。

自転車利用    周知・啓発が求められています。 

基本方針2へ 

基本方針3へ 

基本方針4へ 
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第4章 基本方針 

本市    自転車利用環境 現状 課題 踏   自転車 活用 向  取組 を
以下    行    

自転車交通 役割拡大   良好 都市環境 形成

施策１．自転車通行空間 計画的 整備推進 （P.17） 
施策２．警察 連携  安全 安心 自転車利用環境 創出 （P.29） 
施策３．    応  駐輪場 整備推進 （P.30） 

         振興等   活力  健康長寿社会 実現

施策４．サイクルスポーツ振興の推進 （P.32） 
施策５．自転車 活用  健康づくりの推進 （P.33） 

サイクルツーリズムの推進によるレジャーと観光の発展

施策６．広域的なサイクリングロードの整備 （P.34） 
施策７．自転車    作成 （P.38） 

自転車事故   安全 安心 社会 実現

施策８．自転車 安全利用 促進 （P.40） 

基本方針１

基本方針２

基本方針３

基本方針４
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第5章 自転車 活用 向  取 組 

施策１．自転車通行空間 計画的 整備推進

図 5.1 自転車      構築   

基本方針１：
自転車交通 役割拡大   良好 都市環境 形成
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(1)優先的計画策定エリアの考え方
安全 安心 通行   自転車       効果的 効率的に整備するため 自転車需

要が多く、優先的に安全性向上が必要なエリアを選定します。 

図 5.2 優先的計画策定エリアの設定の考え方（安全性の観点） 
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図 5.3 優先的計画策定エリアの設定の考え方（需要の観点） 

安全性もしくは需要の条件を満たすゾーンを、
「優先的計画策定エリア」の選定対象とします。
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(2)優先的計画策定エリアの設定

優先的計画策定エリアを、安全性及 需要 観点 加  自転車事故発生箇所 路線 
連続性の確保の観点も踏まえ、一宮駅を中心とした下図のとおり設定します。 

図 5.4 優先的計画策定エリア 

※将来的には、安全性、需要の観点からエリアの拡大を検討する予定です。 

凡例
：優先的計画策定エリア

凡 例
：高速道路
：国道
：都道府県道
：その他市道
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(1)自転車      路線 選定 考 方
優先的計画策定エリアにおいて、自転車       構築  路線 選定    

図 5.5 自転車      路線 選定 考 方

※実際 交通状況 道路構造 応   最終的       路線 選定    

①-2 自転車事故 多 路線 選定 

①-3 自転車       連続性担保のために
必要 路線 選定 

①-1 安全性 実用性 需要 観点  路線を抽出。

事故データ：2012.1.1 2016.12.31

自転車利用者 通行   道路   『2車線道路』を抽出
実用性

自転車利用者 主 利用経路    
『10％以上 利用    区間』を抽出

需 要

①-1で抽出  路線    自転車事故件数 
『1kmあたり10件以上 路線』を抽出

安全性

実用性・需要データ：2017.10 11月に実施した一般の方、学生の方へのアンケートから集計

②     観光 観点   路線 選定 

一宮市内の木曽川沿川サイクリングロードと、その拠点である『138タワーパーク』や再整備計画
の進む『冨田山公園』までの    路線 追加 

レジャー

選定イメージ

選定対象
路線 抽出

選定イメージ

選定イメージ

①-2 選定  路線を
補完  路線 選定 

①-1   自転車事故
の多 路線 選定

交通事故件数の多い『多車線道路』を抽出
安全性
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(2)自転車      路線 選定

自転車      路線として約 70.7km を選定します。 

出典：国土地理院地図

図 5.6 自転車      路線 

自転車      路線

凡 例

：優先的計画策定エリア
：   内 自転車通学路
のある中学校

：エリア内にある高等学校
：短期大学
：大学
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(1)交通状況を踏まえた整備形態選定の考え方
安全 快適 自転車利用環境創出      (2016.7)では、自動車 速度 交通量 
応  車道通行 基本   整備形態選定の考え方が記載されています。 
   基   自転車      路線 整備形態 選定    
なお、木曽川沿川サイクリングロードについては、別に定める基準などに基づいて整備するた
め、本計画の整備形態選定の対象外とします。 

出典：安全 快適 自転車利用環境創出      /2016.7/国土交通省道路局 警察庁交通局

図 5.7 交通状況を踏まえた整備形態選定の考え方 

Ａ
自動車の速度が
高い道路

Ｂ
Ａ,Ｃ以外の道路

Ｃ
自動車の速度が低く、
自動車交通量が
少ない道路

自転車と自動車
の分離 構造的な分離 視覚的な分離 混在

目安 速度が50km/h超 Ａ,Ｃ以外の道路
速度が40km/h以下、
かつ自動車交通量が
4,000台以下

整備形態 自転車道 自転車専用通行帯
車道混在

（自転車と自動車を
車道で混在）
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■各整備形態の整備イメージ

出典：安全 快適 自転車利用環境創出      /2016.7/国土交通省道路局 警察庁交通局

図 5.8 各整備形態の整備イメージ 
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(2)整備形態の選定結果

整備形態は、自転車道   整備  区間    車道混在  整備 約 1.3 ㎞ 自転車専
用通行帯  整備 約 47.0km となります。 

                          出典：国土地理院地図 

図 5.9 整備形態の選定結果 

※整備形態は、今後各区間で詳細な検討 行      関係機関等  協議 行 決
定     変更となる可能性があります。 

〇整備形態別道路種別延長

 車道混在 
   市管理道路：約 1.3km 

 自転車専用通行帯 
   県管理道路：約 22.4km 
   市管理道路：約 24.6km 

【木曽川沿川サイクリングロード】 
  ・約 22.4km 

整備形態

車道混在
自転車専用通行帯
木曽川沿川
サイクリングロード

凡 例

：優先的計画策定エリア
：   内 自転車通学路
のある中学校

：エリア内にある高等学校
：短期大学
：大学
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(1)整備優先区間の選定の考え方
効果的 効率的 自転車       構築     整備効果 整備 実現性 踏 

え、整備優先区間を選定します。 

①自転車 主 出発地 目的地   一宮駅周辺地域 至 路線 優先的に整備します。 
②早期 整備可能 路線 優先的 整備  利用者 意識 向上 促    
③ネットワークとしての連続性を考慮します。 

(2)整備優先区間の選定結果

      路線約 70.7km のうち、整備優先区間は約 10.6km です。なお、整備優先区
間の整備期間は、2020 年度 2024年度 ５年間   

出典：国土地理院地図 

図 5.10 整備優先区間の選定 

※整備優先区間は、整備に必要な予算の確保、関係機関等  協議    変更となる
  可能性があります。

【整備優先区間】
  県管理道路：約 6.3km 
  市管理道路：約 4.3km 

【整備優先区間の整備期間】 
 2020 年度 2024 年度(5 年間)

ネットワーク路線

整備優先区間
歩道上 視覚分離済 
の区間
車道混在
自転車専用通行帯

凡 例

：優先的計画策定エリア
：   内 自転車通学路
のある中学校
：エリア内にある高等学校
：短期大学
：大学
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図5.11 整備区間一覧表（赤字：県管理道路 青字：市管理道路）
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本市では、  魅力     形成 向  災害 防止 安全  円滑 交通 確保 良好 景
観の形成の観点から無電柱化を推進していくため「一宮市無電柱化推進計画」を策定しています。 
無電柱化 実施  路線      自転車通行空間 整備     検討 行  効率的 自
転車通行空間 形成 図っていきます。
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施策２．警察と連携した安全 安心 自転車利用環境創出の推進

 愛知県一宮警察署   自転車 利用者 安全 自転車 利用  事故 被害 遭      
自転車部隊｢Ｂ－ＦＯＲＣＥ１３８｣ ２０１８年  発足       
 Ｂ－ＦＯＲＣＥ１３８ 自転車 巡回     自転車利用者 交通    則  運転   
    確認  一時不停止 信号無視  交通事故 直結     運転者  指導取締  行
  正  自転車 運転 促    活動 行      
 Ｂ－ＦＯＲＣＥ１３８を始めとした活動    自転車利用者 交通事故死傷者数  ２０１
７年 ６５０人   ２０１８年 ６０８人   減           

本市では、今後も警察と連携 協力  自転車関連 事故 減少   安全 安心 自転車利
用環境の創出を図っていきます。

写真 5.1 Ｂ－ＦＯＲＣＥの活動状況

図5.12 自転車利用者 交通事故死傷者数の推移
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施策３．    応  駐輪場 整備推進

●計画 基  駐輪場 整備
本市  一宮駅周辺    歩行者 自転車等 安全 快適 通行空間 確保 目的    
｢一宮駅周辺自転車等駐車場整備基本計画｣ ２０１１年 策定     
 計画に基づき、（公財）自転車駐車場整備     ８箇所、９８９６台（自動二輪車含
 ） 有料駐輪場 整備  駐輪場 防犯性 安全性 向上      有人管理    防犯  
ラ、ＬＥＤ灯、ラック等を設置しています。 
その結果、２００９年度 １９８台だった一宮駅周辺 自転車盗難台数  整備後 ２０１
３年度  21 台となり、大幅に減少しています。 

●一宮市 駐輪環境 課題
一宮駅周辺において １万台近 駐輪場 整備         路上駐輪 自転車盗難 減少
  一定 成果         市内全体 目 向    特 鉄道駅周辺 駐輪場 １００台
以上 路上 溢    箇所      収容台数 不足 深刻    新  駐輪場 整備 必
要とされています。 

写真 5.2 計画に基づき整備した有料駐輪場 写真 5.3 駐輪場 設置された防犯灯、防犯カメラ

写真 5.4 路上 自転車 溢    鉄道駅付近 駐輪場
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●課題への対策
本市   駐輪場 不足 対応  自転車 活用 市内全域   促進       市内 鉄
道駅周辺    駐輪場 整備 引 続 行       
また、駐輪場 適切 利用 関  周知啓発 案内誘導 行       自転車利用環境の向
上 図      自転車盗難件数 減少に取り組んでいきます。 

図 5.13 整備を検討中 駐輪場

観音寺駅周辺駐輪場
（整備検討中）

苅安賀駅周辺駐輪場
（整備検討中）

今伊勢駅周辺駐輪場
（整備検討中）
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施策４．サイクルスポーツ振興の推進

本市においては 市民 自転車 利活用   一層促進       自転車 関        
    行      。 
２０１９年１月   木曽川 河川敷 利用         競技会 開催      
また、大野極楽寺公園や木曽川沿いに整備されている国営公園の拠点等を巡るサイクリングスタン
プラリーや木曽川周遊サイクリングなどのイベントも開催されています。 
２０２０年度以降 継続   サイクルスポーツ大会の開催を始めとした各種イベントを開催し、自
転車 活用推進 図       

写真 5.5 東海シクロクロスシリーズ第５戦開催の様子

基本方針２：
         振興等   活力  健康長寿社会 実現
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施策５．自転車 活用  健康    推進

本市   市民一人    健康 暮      行動を促すとともに、健康づくりに取り組む環境を
整備し、市全体で健康づくりの取り組みを進めていくための指針として｢第２次健康日本２１いちのみ
や計画｣を策定しています。 
近年 家事 仕事 自動化 交通手段 発達等    日常生活 中  身体 動  機会 
減少しています。｢身体活動・運動｣には、生活習慣病をはじめとした各種疾病の予防や高齢者の介
護予防への効果、メンタルヘルスや生活の質の改善への効果が期待されています。 
身体活動 運動    正  理解 促し 身体活動量 増加 運動習慣 定着       
必要   市  各種 健康教室 健康 関            行      
       運動強度        同程度      普通 自転車 乗         体
操 同程度 運動          運動面  有用性     様々     等 啓発  自転
車 利活用          

図 5.14 運動種別と運動強度 関係

写真 5.6 健康に関するイベントの様子（左：健康教室、右：健康まつり）

※運動強度の指標：身体活動量を表す。（単位メッツ）安静時は１メッツ
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施策６．広域的なサイクリングロードの整備

●木曽川サイクリングロードの整備
本市   市域 北西部 流  木曽川沿いにサイクリングロードを整備しています。 
一宮市の中でも、特に自然豊かなこのエリアは歴史的、文化的資産にも恵まれ、138 タワーパーク
などのランドマークや総合体育館などの施設が点在しています。 
また、サイクリングロードの大部分は平坦で走りやすく、道中には多くの休憩施設があり、サイクリングロ
ードを走ることで、この地方の自然や風景を楽しむことができます。 
2018年度末 時点  木曽川沿いの 22.8 km のサイクリングロードのうち、17.25km（約
76％）が整備済みであり、未整備区間や関連設備の整備     引 続 行    予定  。 

基本方針３：
サイクルツーリズムの推進によるレジャーと観光の発展

写真5.7 市のランドマークでもある１３８タワーパーク 写真 5.8 様々なスポーツイベントが開催される
一宮市総合体育館

写真 5.9 木曽川沿いのサイクリングロードから
 ツインアーチ１３８を望む

写真 5.10 関連設備のイメージ 
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図5.15 一宮市内の木曽川サイクリングロード整備状況

２０１９年度施工区間
国施工区間
整備済区間（木曽川沿川緑地）
整備済区間（光明寺・大野極楽寺公園）
未整備区間

国施工区間 
L=0.7km 

2019年度 
施工区間 
L=0.1km 

2019年度 
施工区間 
L=0.12km 

2020年度以降 
整備予定 
L=1.7km 

2019年度 
施工区間 
L=0.13km 

今後整備予定 
L=2.8km 

整備済 
L=4.65km 

整備済 
L=1.0km 

整備済 
L=1.8km 

整備済 
L=4.8km 

整備済 
L=5.0km 
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●サイクリングロードの広域的な連携

サイクリングロードは、一宮市だけでなく近隣 市町にもまたがり、周辺には文化的施設や展望スポッ
ト、公園などが数多く点在しています。 
木曽川   自然豊  資源 活               一層活用         近隣市
町との連携も欠かせません。 
木曽川上流域          広域       形成 図     国土交通省 一宮市 含
めた木曽川沿川の８市４町（一宮市、犬山市、扶桑町、江南市、稲沢市、美濃加茂市、坂祝
町 可児市 各務原市 笠松町 岐南町 羽島市） ｢木曽川上流域自転車道整備活用推進会
議｣を開催しています。 
   木曽川上流域 公園 整備促進 図    目的 ｢木曽川上流域公園整備促進期成同
盟会｣（一宮市、江南市、犬山市、稲沢市、扶桑町）を結成し、木曽川沿川サイクリングロードコー
スＭＡＰを作成しています。 
今後、この会議や同盟会 通  近隣市町  連携 深      木曽川            
一層 利活用 目指       

図 5.16 木曽川沿川サイクリングコースＭＡＰ
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図5.17 木曽川沿川
サイクリングコースＭＡＰ
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施策７．自転車マップの作成

本市では、｢真清田神社｣や｢木曽三川公園１３８タワーパーク｣などの市内の主要な観光施設
や、｢一宮七夕まつり｣、｢濃尾大花火｣   市内 行       の会場を巡るための｢いちみんの
サイクリング観光ＭＡＰ｣を作成しています。

サイクリングＭＡＰの表紙 ４つのコース別に市内の観光スポットの概要を紹介

市内に主要観光スポットを巡る４つのコースを設定

図 5.18 いちみんのサイクリング観光ＭＡＰ
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今後  市内 自転車走行空間 整備状況 踏       設定や、木曽川サイクリングロード
との連携、レンタサイクル施設などの情報も追加し、ＭＡＰの内容をより充実したものにしていきます。
   ＭＡＰ 自転車 利用      記載  正  自転車利用 関  周知 啓発活動 
合   行       

写真 5.１1 真清田神社と七夕まつり

写真 5.12 １３８タワーパーク内のレンタサイクル施設
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施策８．自転車 安全利用 促進
関係機関 連携  以下 施策 取 組  自転車利用    認知度 向上    

   安全 安心 自転車利用環境 創出 図        

表 ５.1 自転車利用    周知 啓発施策の取組方針 

取組方針

施策① 地域や関係機関と連携した自転車利用    周知・啓発 

施策② 映像・メディア・SNS を活用した周知・啓発 

施策③ 子ども 対象   自転車利用    周知 啓発

施策④ 親子 対象   自転車利用    周知 啓発

施策⑤ 主に大人を対象とした出前講座の開催 

基本方針４：
自転車事故   安全 安心 社会 実現
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表 5.1 取組内容（施策①） 

施策① 
地域や関係機関と連携した自転車利用    周知・啓発

○警察等と連携して実施している「交通安
全運動推進 駅前      （年４
回）   自転車利用    周知・啓
発。

▼「交通安全運動推進の駅前キャンペーン」の
様子

○大規模集客施設 自転車関連   
ト等を実施し 自転車利用    
周知・啓発。 

▼大規模集客施設でのイベントのイメージ
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表 5.2 取組内容（施策②） 

施策② 
映像・メディア・SNS を活用した周知・啓発

○ｉ-ビル内のデジタルサイネージを活用した
自転車利用       向上 向  
広報。

▼広報イメージ 

○ICC やＦＭ      活用  自転車
利用    周知・啓発。 

▼ICC を活用した周知活動のイメージ 

○SNS を活用して、自転車関連    
を紹介し、自転車利用   を啓発。 

▼SNS を活用した周知イメージ 
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表 5.3 取組内容（施策③） 

施策③ 
子ども 対象   自転車利用    周知・啓発

○小中学校において、ホームルーム等の時間
に自転車利用        配布  周
知・啓発。
○小学校で実施している交通安全教室にお
   自転車利用    周知・啓発。

▼小学校の交通安全教室の様子

表 5.4 取組内容（施策④） 

施策④ 
親子 対象   自転車利用    周知・啓発

○親子を対象として開催する交通安全講習
会等     自転車利用    周知・
啓発。

▼親子自転車教室の様子
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表 5.5 取組内容（施策⑤） 

施策⑤ 
主に大人を対象とした出前講座の開催

○既に実施している交通安全をテーマにした
出前講座 内容  自転車利用   に
関する内容を追加。

▼出前講座の様子
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第6章 計画推進に向けた手法と目標設定 
(1)計画の推進
本計画は、一定期間ごとに計画の進捗状況や効果を把握し、計画内容の改善を図りな

がら、継続的に計画を推進していきます。 

(2)計画の評価
本計画を推進する上では、取組の結果について検証し、目的が達成されるよう、修正や

改善 行    必要があります。検証には、下記のような PDCA サイクルを導入し、市民 
交通事業者 国 県 市 警察    行政 相互 連携 協力    、継続的な計画の
推進を進めていきます。 

図 6.1 PDCA サイクル 

継続的な
計画の推進

計画の取組状況を
把握し、進捗管理 行 

とともに、目標の達成状況を評価

Ｃheck

計画に基づき、各実施主体が
相互 連携 協力  
各種取組を実施

Ｄo
取組方法や内容を示す
本計画を策定

Ｐlan

評価時において発生した
新たな課題を解決するため、
各関係機関で検討

Ａction
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(3)目標設定
本計画を継続的に推進するため、基本方針に基づき、以下のとおり目標指標を設定しま

す。 

表 6.1 目標指標 

自転車 安全性 自転車利用    認知

目標 
指標

優先的計画策定エリア内の 
自転車事故件数

自転車利用    認知度

現状値
2019年 事故件数
【参考値】 251 件 

（2012.1 2016.12  年平均）

平均認知度 
約55％ 

目標値 8％削減※1
自転車 利用ルールの認知度(P.13 参照)

において、主な項目が75%以上

目標 
達成 
年度 

2024年度※2 2024年度※2

※1 優先的計画策定   内 整備 全 完了  場合   東海３県 平均  
差である 30％の削減を目指します（P.９参照）。 

※2 目標達成年度  整備優先区間 整備 完了  2024 年度     
また、中間時の目標の達成状況を確認します。 
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参考資料 1：一宮市自転車活用推進計画策定調整会議名簿 

※敬称略
表１ 一宮市自転車活用推進計画策定調整会議名簿

役 職 職 名 等 氏 名 

委員長 
一宮市 
     部長

山田 芳久 

委員 
一宮市 
まちづくり部公園緑地課長 

山本 篤人 

委員 
一宮市 
建設部維持課長 

角田 政彦 

委員 
一宮市 
建設部道路課長 

佐藤 知久 

委員 
一宮市 
経済部商工観光課長 

村上 明 

委員 
一宮市 
教育文化部スポーツ課長 

岡本 哲也 

委員 
一宮市 
総合政策部交通政策課長 

星野 克治 

委員 
一宮市 
市民健康部健康   課長 

後藤 隆 

委員 
愛知県一宮警察署 
交通課長 

山田 達也 
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参考資料2：(仮称)一宮市自転車      計画策定検討委員会委員名簿
※敬称略

表２（仮称）一宮市自転車      計画策定検討委員名簿（２０１７年度）

役 職 職 名 等 氏 名 

委員長 大同大学教授 嶋田 喜昭 

副委員長 
一宮商工会議所 
まちづくり委員会 委員長 

宮田 智司 

委員 愛知県      協会副理事長 間宮 克英 

委員 
愛知県自転車    商協同組合
一宮支部長 

石川 晴夫 

委員 
名鉄バス株式会社 
一宮営業所 助役 

杉田 年寛 

委員 
一宮市小中学校ＰＴＡ連絡協議会 
母親代表会 会長 

石黒 志芳美 

委員 
国土交通省中部地方整備局 
名古屋国道事務所 事業対策官 

森本 清信 

委員 
愛知県 
一宮建設事務所 道路整備課長 

稲垣 政行 

委員 
愛知県一宮警察署 
交通課長 

加藤 政治 

委員 
愛知県立一宮南高等学校 
教頭 

米本 かおり 

委員 
一宮市 
教育文化部学校教育課長 

高橋 信哉 

委員 
一宮市 
企画部地域    課長

木村 光雄 

委員 
一宮市 
建設部維持課長 

田中 雅光 

委員 
一宮市 
建設部道路課長 

佐藤 知久 
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※敬称略
表３（仮称）一宮市自転車      計画策定検討委員名簿（２０１８年度）

役 職 職 名 等 氏 名 

委員長 大同大学教授 嶋田 喜昭 

副委員長 
一宮商工会議所 
まちづくり委員会 委員長 

宮田 智司 

委員 愛知県      協会副理事長 間宮 克英 

委員 
愛知県自転車    商協同組合
一宮支部長 

石川 晴夫 

委員 
名鉄バス株式会社 
一宮営業所 助役 

杉田 年寛 

委員 
一宮市小中学校ＰＴＡ連絡協議会 
母親代表会 会長 

鈴木 清美 

委員 
国土交通省中部地方整備局 
名古屋国道事務所 事業対策官 

可児 誠 

委員 
愛知県 
一宮建設事務所 道路整備課長 

稲垣 政行 

委員 
愛知県一宮警察署 
交通課長 

伊藤 兼之 

委員 
愛知県立一宮南高等学校 
教頭 

米本 かおり 

委員 
一宮市 
教育文化部学校教育課長 

春日井 一吉 

委員 
一宮市 
総合政策部市民協働課長 

木村 光雄 

委員 
一宮市 
建設部維持課長 

田中 雅光 

委員 
一宮市 
建設部道路課長 

佐藤 知久 
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